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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
五
號

て
吾
入
の
認
む
べ
き
竜
の
は
無
季
絡
緒
た
る
に
止
ま
る
に
あ
ら
ず
し
て
非
人

絡
的
の
も
の
も
亦
そ
の
存
在
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
一
々
興
味
あ
る
事
賓

を
暴
げ
て
論
合
せ
ら
れ
。
次
に
濱
田
學
士
は
紀
元
第
一
世
紀
の
絡
頃
よ
り
六

・
世
麗
の
庭
藤
に
互
り
所
謂
ゴ
ジ
ッ
ク
美
衝
成
立
以
前
の
基
督
敏
美
徳
に
就
て

そ
の
技
術
が
拘
頗
る
幼
稚
な
る
に
拘
ら
ず
し
か
も
そ
の
溢
る
忍
如
き
基
督
教
．

的
精
憩
を
示
さ
ん
と
せ
る
煩
鵬
の
表
現
に
多
大
の
償
値
あ
り
と
せ
ら
れ
、
墳

墓
、
寺
院
、
彫
刻
、
総
講
の
一
．
乃
に
就
て
多
趣
な
る
紹
介
を
試
み
ら
れ
、
特

に
O
轟
き
。
下
げ
及
び
切
字
浅
§
等
に
就
て
は
穴
に
明
侠
に
し
て
興
昧
深
き
論

評
を
獲
表
せ
ら
れ
、
東
洋
葵
衛
と
の
關
係
に
も
及
ば
れ
感
興
頗
る
大
な
る
も

　
の
あ
り
き
。
最
後
に
榊
博
士
は
サ
マ
リ
ヤ
と
摩
登
伽
女
と
の
比
較
ま
り
摩
登

伽…

o
内
容
の
詳
細
…
な
る
紹
介
に
…
選
み
、
　
そ
の
思
想
を
或
は
丈
墨
ザ
或
は
言
語
に

或
は
宗
教
學
乃
歪
考
諮
器
品
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
槻
察
批
評
せ
ら
れ
、
佛
典

研
究
上
新
方
面
開
拓
の
必
要
及
方
法
に
も
論
及
し
、
簡
軍
に
本
縄
成
立
の
考

謹
を
も
試
み
ら
れ
本
纒
を
以
て
第
三
世
紀
頃
の
印
度
の
學
問
、
思
想
を
傳
へ

る
も
の
と
見
る
を
得
べ
し
と
述
べ
ら
れ
た
り
。
（
爾
本
大
軍
講
演
は
追
て
「
宗

教
研
究
」
誌
上
に
娼
載
せ
ら
る
エ
筈
）
。

　
來
倉
旧
者
講
演
者
の
外
に
甜
松
本
、
坂
口
、
深
用
門
の
諸
教
授
、
山
守
本
講
紳
聯
、
朋

漢
、
｛
亦
松
、
藤
井
、
原
、
鳥
戯
旧
、
瓢
梢
臨
、
申
川
、
官
蟻
載
。
本
田
の
器
…
墨
・
士
、
そ

　
の
葡
胆
二
百
凹
鹸
名
、
　
山
ハ
時
閉
A
響
。

　
樹
講
演
後
學
生
集
會
所
に
於
て
晩
餐
會
を
㎜
囲
き
論
談
数
時
、
九
時
散
會
。

　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
⑬
。
ツ
エ
誕
生
第
百
年
記
念

　
本
年
五
月
二
十
一
日
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ッ
ェ
の
誕
生
第
百
年
副
署
念
営
口
に
旗

章
す
る
。
潤
ッ
ツ
ェ
拡
固
よ
リ
カ
ン
ト
の
恥
稼
に
哲
學
田
心
懸
心
の
根
本
的
鯨
廻
を
仕

一
二
〇

逮
げ
た
猫
創
的
の
ゐ
八
田
鶯
想
家
で
も
な
く
、
　
又
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
様
に
憩
秘
的
深

味
と
、
巌
正
細
密
な
概
念
的
患
索
と
、
一
．
切
を
包
容
す
る
大
膿
系
組
識
と
を

躯
ね
た
偉
大
な
哲
學
の
大
成
者
で
電
な
い
が
、
併
し
ヘ
ー
ゲ
ル
及
び
ヘ
ル
バ

ル
ト
以
後
に
於
て
は
、
最
偉
大
な
思
想
家
で
あ
り
、
殊
に
濁
逸
哲
學
の
最
盛

期
と
哲
學
復
興
の
現
代
と
の
橋
梁
と
な
っ
て
薗
を
承
け
て
後
を
起
し
た
と
い

ふ
黙
に
於
て
今
日
の
吾
々
は
彼
に
電
麗
な
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

ふ
。
吾
々
は
斯
る
趣
旨
よ
り
し
て
此
直
話
員
を
槻
會
と
し
て
同
人
合
作
の

「
ロ
ッ
ッ
ェ
」
を
公
列
し
て
彼
れ
に
献
ぐ
る
と
共
に
、
之
よ
り
得
た
る
牧
釜
を
以

て
創
…
立
日
《
凹
ぼ
驚
き
五
兄
厭
都
哲
墨
喬
山
の
墓
礎
の
鰍
幽
く
す
る
料
胴
と
す
る
こ
と
』

し
た
。

　
樹
ほ
降
る
五
月
二
＋
日
に
開
か
れ
た
京
都
哲
學
會
謙
期
公
開
講
演
會
に
於

て
は
宇
ば
ロ
ッ
ツ
エ
誕
生
紀
念
の
意
味
を
象
ね
て
左
の
講
演
が
有
っ
た
。

　
　
ロ
ッ
ッ
ヱ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
朝
永
三
十
郎

　
　
感
情
の
心
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
六
士
　
野
　
上
　
俊
　
夫

右
の
外
丈
學
士
錦
躍
義
寓
君
の
「
ロ
ッ
ッ
ヱ
の
委
當
に
就
て
」
の
講
演
が
あ
る

豫
定
で
あ
っ
た
が
同
君
に
不
得
巳
故
障
が
有
っ
て
之
れ
を
歓
い
た
の
は
遺
憾

で
あ
っ
た
。

新
著
紹
介

思
　
潮
創
刊
號

「
思
潮
」
は
阿
部
次
郎
氏
な
ど
に
よ
っ
て
先
月
か
ら
創
刊
せ
ら
れ
た
難
誌
で

あ
る
。
此
の
難
誌
の
主
意
は
獲
潤
の
僻
に
打
て
も
窺
は
れ
る
や
う
に
、
現
代

丈
明
の
批
評
と
優
れ
た
る
丈
化
の
建
設
と
に
慶
く
大
な
る
基
礎
を
築
か
ん
と



す
る
所
に
あ
る
の
，
て
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
き
主
義
が
如
何
な
る
主
張
を
生
む

か
、
又
こ
の
如
き
主
張
が
如
何
な
る
結
果
を
饗
す
か
は
一
に
向
後
此
面
誌
の

嚢
展
に
期
待
す
べ
き
轟
柄
で
あ
る
が
吾
人
は
此
等
同
人
の
三
三
な
る
態
度
と

熱
心
な
る
研
究
と
に
封
し
て
…
常
に
勧
〃
な
か
ら
ざ
る
畏
敬
と
同
情
と
を
抱
く
も

の
で
あ
る
。
吾
人
は
此
等
若
き
同
人
が
特
色
あ
る
主
義
と
主
張
と
に
よ
っ
て

我
國
現
代
の
丈
量
に
封
し
多
大
な
る
貢
献
を
齎
す
日
を
切
望
し
て
此
薪
ら
し

く
元
氣
あ
る
難
誌
の
創
刊
を
醗
し
て
書
き
た
い
と
思
ふ
。
初
號
に
は
阿
部
氏

の
ダ
ン
テ
、
縦
軸
の
道
徳
の
原
理
、
石
原
氏
の
ル
ー
タ
ー
、
　
和
辻
氏
の
日
本

の
丈
化
の
研
究
等
面
白
き
譲
物
が
の
せ
ら
れ
て
あ
る
。
（
東
京
紳
田
匝
騨
保
町

岩
波
書
店
畿
行
定
俄
㎞
部
二
十
五
鑓
）
・

聖
皇
太
子
一

段
學

現
代
哲
學
批
判

哲
學
難
誌
、
思
潮
、

解

丈
三
士

交
學
士

丈
指
樽

境
野
黄
洋
著
　
丙
午
出

阿
部
次
郎
著
　
岩
波

藥
雛
嵐
共
課

　
　
　
　
　
　
　
了
酉
倫
理
講
演
画
集
、
心
理
研
究
、

學
、
無
誰
燈
、
東
亜
脇
臭
、
學
校
敏
山
有
、
珊
教
育
、

育
、
教
育
研
究
、
敏
育
界
、
敏
育
時
論
、
東
京
教
導
、

庫
教
育
、
奈
良
縣
敏
育
、
灘
岡
縣
教
育
、

重
縣
教
育
、
愛
知
縣
教
育
難
髄
、
信
濃
教
育
、

宮
城
教
育
、
愛
媛
教
育
。

目
　
黒

書書版

店店祉

山ハ

?
“
難
歎
鱒
、
　
鯉
果
洋
哲

　
　
　
内
外
教
育
評
論
、
曹
通
教

　
　
　
　
京
都
敏
育
時
報
、
兵

滋
賀
縣
教
育
、
岐
阜
縣
教
育
、
三

　
　
佐
賀
縣
教
育
、
藪
備
教
育
、

寄
贈
書
籍
雑
誌
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勢
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